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2022年7⽉26⽇ ⼦供の読書活動の推進に関する有識者会議



本⽇のご報告について

⽬的

1. 幼児の読書環境、デジタルメディア環境の現状を明らかにする

2. 絵本における紙とデジタル違いについて、実験結果をもとに考察する

⇒ 発達段階や多様な特性に応じた読書習慣の形成、読書とICTのベストミックスについて⼿がか
りを得る

紹介する研究結果

• 保護者、保育施設、公⽴図書館を対象とした読書環境等に関する実態調査の結果

• 紙とデジタルの⽐較実験の結果
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参考資料
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時間の都合上、ご紹介できない調査結果がたくさんございます。



参考資料
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リーフレット①︓調査結果ダイジェスト
「令和の⼦どもと絵本·本環境」

リーフレット②︓写真でみる公⽴図書館・図書室
の乳幼児・保護者のためのスペース事例集

その他、本プロジェクトの成果やシンポジウム・セミナーに関する資料は、
「Cedep×ポプラ社共同研究プロジェクトページ」にて随時更新されています。
http://www.cedep.p.u-tokyo.ac.jp/projects_ongoing/research/poplar/

• 本報告で取り上げた調査のより詳細な結果や、関連する研究等について
は、上記リーフレットやプロジェクトページをご覧ください



家庭での幼児の過ごし⽅と発達の関連
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� 読書のみ⾮認知能⼒とリテラシー双⽅に良い影響／スクリーンタイムの負の効果は限定的

1 幼児の読書とデジタルメディア利用についての保護者調査

（3）その他の活動、認知 /非認知能力との関連、まとめ

読書や勉強・学習よりも、活動的遊び、創造的遊びに時間を割いている幼児が多い。各種活動時
間の中で、読書時間の長さのみが、リテラシーと非認知能力の双方にポジティブな影響を及ぼし
ている可能性がある。

読書・スクリーン視聴以外の活動時間は平均してどれくらい？

各活動にかける時間の長さと非認知能力・リテラシーとの関連（重回帰分析）

Q 9
 運動や活動的な遊び（平日）

運動や活動的な遊び（休日）

創作・表現活動（平日）

創作・表現活動（休日）

スクリーンを利用しない勉強・学習活動（平日）

スクリーンを利用しない勉強・学習活動（休日）

０分
30分以下
１時間以下
２時間以下
２時間超

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

非認知能力
（DSQ：総合的困難さ）

リテラシー
（かな／カナの読み）

子どもの月齢、世帯収入、回答者の
最終学歴、家族構成の影響は統制

ポジティブな影響

ネガティブな影響
読書

スクリーン視聴

活動的遊び

創造的遊び

学習勉強

　多くの幼児は、家庭で長時間スクリーンを見ながら過ごしています。テレビは今でも幼児にとって最も身
近なデジタルデバイスですが、タブレットやスマートフォンなどを利用する幼児も増えつつあるようです。
誰もが様々なデジタルデバイスから多様なコンテンツを視聴できるようになってきています。今後は子ども
のスクリーンタイムの長さに一喜一憂するのではなく、子どもが接触するコンテンツの中身や視聴方法につ
いての議論を深める必要があるかもしれません。
　スクリーンを見ている時間と比べると、幼児が家庭で絵本や本に接する時間はわずかです。テレビを視聴
するのとは異なり、字を流暢に読めない幼児が絵本・本と触れ合うには、どうしても年長者のサポートが必
要になってきます。子どもの認知/非認知能力の発達にとって、読書は大きな意味を持つものと考えられま
す。子どもの「読む機会」をいかに保証していくのかという問題は、日々時間に追われている養育者だけが
取り組んでいく課題ではなく、保育・幼児教育施設や図書館の役割などを含むマクロな視点から社会全体で
考える課題であると言えるでしょう。
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※ 幼児の読書とデジタルメディア利⽤に関する保護者調査より
2021年7⽉実施、年少〜年⻑クラスの幼児の⺟親1596名が回答



家庭での読書・読み聞かせ習慣

• 家庭での読書時間は短い︓1⽇の読書時間が10分以下の⼦どもが過半数
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1 幼児の読書とデジタルメディア利用についての保護者調査

（1）家庭での読書習慣、保護者の読書に対する意識

過半数の幼児は、一日の読書時間が平均10分以下。電子書籍を利用している幼児は1割未満で、
保護者の「子どもが読む絵本・本は紙が良い」という意識が根強い。

家庭にある「お子様の絵本・本」
の冊数は？

お子様が絵本や本を読む時間のうち、電子書籍を読む時間の割合は？
 92.9％が「0」と回答

お子様は平均して一日何分程度、絵本や本を読んでいますか？（電子書籍含む）

お子様が絵本や本を読む際、紙と電子書籍のどちらが好ましいと思いますか？

Q 1

Q 5

Q 3

家庭で週に何日お子様と大人が一緒に
絵本や本を読んでいますか？（電子書
籍含む）Q 2

Q 4

200冊以下 2.1% 0冊  1.9%

10冊以下
19.7%

20冊以下
21.1%

50冊以下
14.4%

40冊以下
6.6%

100冊以下
11.4%

30冊以下
22.2%

500冊以下 0.1%
501冊以上 0.0%

300冊以下 0.4%
400冊以下 0.2%

0日
12.1%

１日
20.6%

２日
15.0%３日

13.1%

４日
5.7%

５日
10.7%

７日
18.2%

６日 4.6%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

平　日
（平均12.7分）

休　日
（平均15.2分）

11.7%

11.3% 19.6% 26.2％ 11.9％ 11.9％ 13.4％

21.9% 31.5% 11.7% 9.4% 10.7%

0.9% 0.4% 1.6% 0.2%

0.9% 0.7%

3.2%

0.9%

０分
５分以内
10分以内
15分以内
20分以内

30分以内
40分以内
50分以内
60分以内
61分以上

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

64.4% 26.6% 8.0%

0.4% 0.6%

紙の絵本や本の方が好ましい
どちらかと言えば紙の絵本や本の方が好ましい
紙でも電子書籍でもどちらでもよい

どちらかと言えば電子書籍の方が好ましい
電子書籍の方が好ましい
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お⼦様は平均して⼀⽇何分程度、絵本や本を読んでいますか︖ ※保育施設等で読む時間は除く

※ 2006〜08年における３〜５歳児の絵本読み時間は、平均25-28分程度
（NHK “⼦どもに良い放送” プロジェクト調査） ⇒ 読書時間は減少傾向にある可能性

※ 幼児の読書とデジタルメディア利⽤に関する保護者調査より



家庭での読書・読み聞かせ環境

• 家庭の絵本の蔵書数や読み聞かせ頻度の格差は⼤きい
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家庭にある⼦どもの絵本・本の冊数（電⼦書籍除く） ⼤⼈と⼀緒に絵本・本を読む頻度（週あたり）
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平均 37.1冊
標準偏差 39.2 平均 3.2⽇

※ 幼児の読書とデジタルメディア利⽤に関する保護者調査より



保育・幼児教育施設の読書環境

• 保育・幼児教育施設の蔵書数や絵本予算にも⼤きな格差がある

8※ 保育・幼児教育施設における絵本環境実態調査より

2 保育・幼児教育施設における絵本環境実態調査

（1）園の蔵書数と年間予算：小・中学校との比較も含めて
認可保育所の蔵書数は幼稚園や認定こども園に比べて少ない傾向にある。ただし、同じ施設形態
でも園による蔵書数のバラつきが大きい。
認可保育所と幼稚園では、年間の絵本・本購入予算が５万円未満である園が５割以上。
小・中学校と比べて子ども一人あたりの蔵書数や予算が少ない傾向にある。

施設形態別絵本の蔵書数の割合

施設形態別年間の絵本予算の割合

2000冊以上
1500-2000冊未満
1000-1500冊未満
500-1000冊未満
300-500冊未満
100-300冊未満
50-100冊未満

50冊未満 認定こども園 幼稚園 認可保育所

21.8％ 26.3％5.6%
12.8% 14.5%6.3%

8.9% 17.9%14.8% 24.3%18.9% 22.8%
24.3%12.5% 19.6%7.6% 9.1% 25.8%0 0.7% 4.6%0

00.3%

30万円以上

20～30万円未満

10～20万円未満

５～10万円未満

１～５万円未満

１万円 未満

5.0%

3.8%
4.4%2.2%

16.4%12.4%10.1%

2.5% 8.7% 11.9%

32.9%25.1% 25.7%
32.9% 46.3%

48.6%

3.0%
1.5%

認定こども園 幼稚園 認可保育所

各施設の蔵書数・子ども一人あたりの蔵書数の概算値

施設形態
⒜ 

施設あたり
平均人数
（名）

施設あたり蔵書数（冊） 子ども一人あたりの蔵書数（冊）

⒝
平均値 SD

⒞
 参考値
（b/a）

平均値
（算術） SD 四分位

（25％）
四分位
（50％）

四分位
（75％）

認可保育所 93.1 742.8 726.8 8.0 10.8 18.1 2.6 6.3 12.0
幼稚園 112.7 1518.6 1359.0 13.5 21.9 25.1 5.9 15.0 30.5
認定こども園 132.6 1363.3 1481.5 10.3 12.8 18.2 3.6 7.3 14.6
その他施設 45.5 237.1 376.2 5.2 6.6 6.3 2.5 5.2 7.9
小学校 322.7 10,335 ー 32.0 ー ー ー ー ー
中学校 314.8 11,579 ー 36.8 ー ー ー ー ー

各施設形態の年間予算・子ども一人あたりの年間予算の概算値

施設形態
⒜ 

施設あたり
平均人数
（名）

年間予算額（円） 子ども一人あたりの予算額（円）

⒝
平均値 SD

⒞
 参考値
（b/a）

平均値
（算術） SD 四分位

（25％）
四分位
（50％）

四分位
（75％）

認可保育所 93.1 59657.8 57731.0 640.9 761.0 911.8 283.7 525.4 937.5
幼稚園 112.7 71795.3 70248.8 637.1 985.1 1125.7 300.0 625.0 1250.0
認定こども園 132.6 85949.4 74300.5 648.4 778.1 778.0 288.5 476.2 970.6
その他施設 45.5 38448.3 37419.0 844.5 1146.2 771.7 500.0 1111.1 1578.9
小学校 322.7 498,000 ー 1543.0 ー ー ー ー ー
中学校 314.8 587,000 ー 1865.0 ー ー ー ー ー
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（25％）
四分位
（50％）

四分位
（75％）

認可保育所 93.1 59657.8 57731.0 640.9 761.0 911.8 283.7 525.4 937.5
幼稚園 112.7 71795.3 70248.8 637.1 985.1 1125.7 300.0 625.0 1250.0
認定こども園 132.6 85949.4 74300.5 648.4 778.1 778.0 288.5 476.2 970.6
その他施設 45.5 38448.3 37419.0 844.5 1146.2 771.7 500.0 1111.1 1578.9
小学校 322.7 498,000 ー 1543.0 ー ー ー ー ー
中学校 314.8 587,000 ー 1865.0 ー ー ー ー ー

9

� 家庭での読書環境の格差を
補完するには不⼗分



読書環境と読書習慣の関連、読書の様態

9

絵本・本の冊数、共同読み頻度、読書時間の相関係数（いずれも1％⽔準で有意）
絵本・本冊数 共同読み頻度 平日読書時間 休日読書時間

絵本・本冊数 -

共同読み頻度 .32 -

平日読書時間 .25 .35 -

休日読書時間 .22 .31 .79 -

0～50%
（誰かと⼀緒に読むことの⽅が多い⼦） 78.0%

51%～
（1⼈で読むことの⽅が多い⼦） 28.0%

お⼦様が絵本や本を読む時間のうち、
1⼈で読んでいる時間の割合は︖（平⽇）

⇒ 絵本・本の蔵書数が多いほど／保護者が頻繁に読み聞かせするほど読書時間が⻑い

• 幼児の読書習慣は、家庭の絵本・本環境
や⼤⼈のサポートに影響を受ける

• ⼀⽅、幼児が1⼈で読むケースも稀ではない

※ 幼児の読書とデジタルメディア利⽤に関する保護者調査より



スクリーン視聴の実態
• スクリーンタイムは平⽇でも平均2時間超

10

（2）家庭でのデジタルメディア利用と利用ルール

９割以上の幼児が日常的にテレビを視聴。テレビ以外のデジタルデバイス利用も広がりつつある。
スクリーンタイムは平日でも平均2時間程度と長い。保護者による視聴コンテンツのチェック、
フィルタリングはあまり普及していない。

お子様がスクリーンを視聴している時間は平均してどの程度？
（各デバイスの視聴時間の合計）

家庭でのお子様のデジタルデバイス使用状況は？

Q 7

家庭でお子様がデジタルデバイスを使用するときに決めているルールは？
（複数選択可）Q 8

Q 6
テレビ

タブレット（子ども向け以外）
スマートフォン

据え置き型ゲーム機
携帯ゲーム機

子ども向けタブレット
パソコン

スマホ以外の携帯電話
プロジェクター

VR機器

0％ 20％ 40％ 60％ 100％80％

子ども専用のものを使っている
家族と共用で使っている

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

平　日
（平均121.0分）

休　日
（平均173.5分）

4.0%

3.7% 3.8% 11.7% 9.8% 17.2% 8.5% 12.4% 5.8% 7.4% 19.7%

8.3% 21.1% 13.9% 19.1% 10.1%8.2% 5.0% 4.1% 6.0% ０分
～30分以下
～60分以下
～90分以下
～120分以下

～150分以下
～180分以下
～210分以下
～240分以下
240分超

食
事
中
は
見
な
い

（
使
わ
な
い
）

寝
る
前
に
見
な
い

（
使
わ
な
い
）

特
に
ル
ー
ル
を

決
め
て
い
な
い

見
る（
使
う
）と
き
は

大
人
に
伝
え
る

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

目
を
近
づ
け
す
ぎ
な
い

場
所
を
暗
く
し
な
い

時
間
の
長
さ
を

決
め
て
い
る

時
間
帯
を

決
め
て
い
る

内
容
の
確
認
・
制
限

（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
含
む
）

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

テレビ（テレビ番組・DVD等視聴時）
据え置き型ゲーム機・携帯ゲーム機
タブレット（子ども向け製品含む）
スマートフォン・携帯電話

6

お⼦様は平均して⼀⽇何分程度スクリーンを視聴していますか︖（各デバイスの視聴時間を合計）

※ 2006〜08年における３〜５歳児のテレビ視聴時間は、平均129-146分程度 ※平⽇・休⽇の別なし
（NHK “⼦どもに良い放送” プロジェクト調査）

⇒ スクリーンタイムは概ね横ばい／テレビ視聴時間は減少、視聴デバイスの多様化（コンテンツも多様化）

※ スクリーンタイムのおよそ4分の3はテレビモニターの視聴

※ 幼児の読書とデジタルメディア利⽤に関する保護者調査より



幼児が各種活動に費やす時間と平⽇／休⽇差

11

• 読書、学習の時間は休⽇に増えないが、スクリーンタイムや活動的遊びは⼤きく増える

121

38.5 28.5
12.7 11.8

173.5

66.3

37.5
15.2 13.5

スクリーンタイム 運動や活動的な遊び 創作・表現活動 読書 勉強・学習

平日 休日

（スクリーンを利⽤しない）

⼦どもが諸活動に費やしている時間の平均（分） ※保育施設等での活動時間は除く

※ 幼児の読書とデジタルメディア利⽤に関する保護者調査より



保護者の遊び観

• ⾝体的遊びが最も重要視されていて、創
作遊びや読書などがそれに続く

• 幼児が多くの時間を割いている「デジタル
遊び」は、保護者からは最も重要でない遊
びと考えられている

「必要悪としてのデジタル」という意識

12

⼦の発達にとって、現時点で、⼤事だと思う活動は︖

25.5 
22.6 22.5 21.2 21.1 19.4 

14.8 

0

5

10

15

20

25

30

身体
的遊
び

創作
遊び

構築
遊び 読書

ごっ
こ遊
び

学習
・勉
強

デジ
タル
遊び

※ 幼児の読書とデジタルメディア利⽤に関する保護者調査より



デジタルデバイスを使った読書

13

64.4% 26.6% 8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紙の絵本や本の方が好ましい
どちらかと言えば紙の絵本や本の方が好ましい
紙でも電子書籍でもどちらでもよい
どちらかと言えば電子書籍の方が好ましい
電子書籍の方が好ましい

⼦どもの読書、紙とデジタルどちらが好ましいか

⼦どもがデジタル絵本・本と接することについても、保護者の意識はネガティブ

93%

6%

1%

0% 50%以下 50%超

家庭での読書時間のうち、デジタル絵本・本を
読む時間の割合

※ 幼児の読書とデジタルメディア利⽤に関する保護者調査より



幼児の読書とデジタルメディア利⽤︓調査結果まとめ

• 絵本・本とのふれあいは幼児の発達にとって重要

• 読書・読み聞かせの時間は多くの家庭で短い傾向

– ⼦ども・保護者にとって、スクリーン視聴など他の活動の⽅が魅⼒的︖

– 読書・読み聞かせに対する物理的・⼼理的障壁が⽐較的⼤きい︖

• スクリーンタイムの多さは、必ずしも⼦の発達にネガティブな影響を与えている
とは⾔えない

• スクリーンタイムの多くはテレビ番組や動画の視聴、ゲームに占められ、デジタ
ルデバイスを利⽤した読書や学習は、現時点では⼀般的ではない

14



紙の絵本とデジタル絵本の⽐較実験︓⽅法

15

2パターン（実験室／オンライン）の実験を実施

オンライン実験

• Zoomミーティング上で実施

• 参加者はいつも絵本を読んでいる環境
（⾃宅）から参加

実験室実験

• 東⼤Cedep実験室で実施

• アイトラッカーによる読み聞かせ時の親⼦の
視線の同時計測

実験のポイント
• 内容理解だけでなく、親⼦の会話や視線⾏動についても⽐較
• ⾃宅環境でのより⾃然なパフォーマンスを検討（オンライン実験）

4〜6歳児と保護者69組4〜6歳児と保護者9組



紙の絵本とデジタル絵本の⽐較実験︓内容理解

16

Table. オンライン実験における絵本の内容理解質問の正答率
事実質問 感情質問 全質問

紙けんか 90.6% 62.5% 70.5%
デジタルけんか 87.5% 60.0% 67.9%

紙さき 84.4% 77.5% 79.5%
デジタルさき 87.5% 66.3% 72.3%

事実質問︓物語中の出来事について正確に記憶しているかどうか
感情質問︓登場⼈物の⼼情の変化を理解できているかどうか

� 実験室実験・オンライン実験とも、2つの絵本いずれについても、紙とデジタルで絵本
の内容理解に差はない



紙の絵本とデジタル絵本の⽐較実験︓⼦と保護者の発話分析

17

カテゴリー 例
内容 「こうたとたい。けんかしてるみたい。」

（内容に関する質問） 「これ、何してるんだと思う︖」
単純な感情反応 「あ」「ふふふ」

導⼊・終了 「はじまりはじまり」
ページ送り 「次のページに⾏くね」

� 地の⽂以外の発話をターン毎に以下のカテゴリーに分類し分析（ダブルカウントあり）

紙の絵本とデジタル絵本で、⼦と保護者の発話の量にも顕著な変化はない

オンライン実験
� ⼦と保護者ともに、いずれの発話タイプ

においても、紙とデジタルとで発話量に
有意な差はない

� 紙とデジタルの差よりも、絵本の種類に
よる差の⽅がはるかに⼤きい

未発表データにつき⾮公開



紙の絵本とデジタル絵本の⽐較実験︓⼦と保護者の発話分析

18

紙の絵本 デジタル絵本
⽉齢 物語の内容理解 ⽉齢 物語の内容理解

保護者の発話
内容 -.15 -.60* -.09 -.11
内容に関する質問 -.18 -.67** -.21 -.16

単純な感情反応 .12 -.20 -.04 -.17
導⼊・終了 -.19 -.21 -.18 .02
ページ送り -.02 -.31 -.02 -.20

⼦どもの発話
内容 -.49 -.57* -.09 -.10
内容に関する質問 -.51 -.63* .14 -.04

単純な感情反応 -.13 -.28 -.38 -.38
導⼊・終了 .09 .06 -.13 -.22
ページ送り -.05 -.27 .02 -.26

** p < .01, * p < .05

紙の絵本では、⼦どもの理解⼒に合わせた、より丁寧な相互調整が⾏われている

Table. ⽉齢、物語の内容理解得点と各カテゴリーの発話量の相関係数

オンライン実験
� 紙の絵本では、⼦どもの内容
理解得点が低いほど、保護
者・⼦どもともに、内容に関す
る質問が多くなる

� デジタル絵本では同様の傾
向は認められない

未発表データにつき⾮公開



紙の絵本とデジタル絵本の⽐較実験︓集中・没⼊

• ⼦どもにとって、紙の絵本の⽅が集中・没⼊しやすいかもしれない

19

オンライン実験
� 絵本のうち1つで、⼦どもは、紙の絵本

の⽅をより楽しかったと評価

実験室実験
� 紙の絵本の⽅が、⼦どもの視線が絵本

から外れることが少ない

紙
"
絵
本

%
&
'
(
絵
本

「お⼦さんはどのくらい集中して取り組んでいましたか︖」
5段階評価の平均値（オンライン実験）



紙の絵本とデジタル絵本︓実験結果まとめ

• デジタル絵本は内容理解において紙の絵本に劣らない

※ Furenes, Kucirkova, & Bus (2021) によるメタ分析の結果から
紙とデジタルの違いのみで⽣じる優劣はなく、デジタル絵本に実装する機能のバリエー
ションにより、⼦どもの受け取り⽅に変化が⽣じる（例︓ストーリーを強調するアニメー
ションを付加すれば内容理解が促進され、⽂字強調や辞書機能を付加すれば⾔語獲
得が促進される）

• 紙の絵本に特有のメリットがある

– 読みの休⽌・再開、⾔い換えなど⾃由度が⾼いことが、会話を通じた読みの繊細な
相互調整、そして集中・没⼊につながっていると考えられる

20



紙の絵本とデジタル絵本︓デジタルのメリット

• デジタル絵本や⼦ども向け電⼦書籍の可能性

– スクリーンタイムの⼀部を「読書時間」化する︖

– 障害者への対応や多⾔語対応など豊富なアクセシビリティ機能の付加

21
※ ⼦どもの読書環境と公⽴図書館の役割に関する調査より

（2）乳幼児とその保護者のための資料や優先区画・スペースの環境構成
紙芝居や大型絵本は大多数の図書館で利用できること、外国語の絵本や児童書、展示絵本などの
バリアフリー対応も進んでいる。また、多くの図書館・図書室で乳幼児と保護者のためのスペー
スでは、子どもが自分自身で本を選び取ったり、絵本を親子で楽しんだりできる環境構成の工夫
がなされている。

乳幼児とその保護者のための蔵書・物品、サービス

乳幼児とその保護者のためのスペースにおける環境構成

0% 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2.8%
17.6%
17.3%

38.4%

61.9%
60.8%

23.5%
74.4%

10.2%
37.3%

87.3%
86.3%

82.4%
98.1%

89.6%
38.9%

タブレット端末
対面朗読

録音図書・録音資料
LLブック
DVD
CD

点字の児童書
点字の絵本

外国語の図鑑・百科事典
外国語の児童書
外国語の絵本
図鑑・百科事典

幼年雑誌
紙芝居
大型絵本
布絵本

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

7.2%

30.4%

38.3%

30.5%

38.9%

53.6%

54.4%

62.7%

64.0%

66.3%

イスや閲覧用テーブルとして利用できる、
大型積み木やクッションがある

子どもと大人が隣り合って座ることの
できる、ソファやイス等がある

親子、あるいは子ども同士での会話が、
大人の利用者の妨げになることはない

乳幼児の体のサイズに合ったイスがある

乳幼児の体のサイズに合ったテーブルがある

乳幼児の保護者に対する選書ガイドや子どもの読書活動の
推進に関わるイベント案内が設置・掲示されている

乳幼児の目線の高さに、乳幼児向けの本・絵本が、
表紙が見える状態で何冊か陳列されている

カーペットや畳などが敷かれており、
靴を脱いで上がるエリアになっている

乳幼児と保護者向けのスペースで、保護者は
子どもに本・絵本の読み聞かせを行うことができる

乳幼児が自分自身で本を手に取ることの
できる高さに書架が設置されている

14

3 子どもの読書環境と公立図書館の役割に関する調査

（1）子どものための区画・スペースと乳幼児向けスペースの設備・環境構成
「乳幼児と保護者のためのスペース」を設けている図書館は半数以上で、乳児と幼児でそれぞれ異
なるスペースを設けているところもあった。乳幼児と保護者が気軽に図書館に立ち寄ったり、利
用したりしやすい設備やサービスを導入している図書館も多い一方で、ICT化や外国語対応につ
いては課題である可能性が示唆された。

子どものための区画・閲覧スペース

子どもと保護者のための設備やサービスの導入割合

※特定の区画や座席を、特定の年齢の子どもや親子連れの優先利用区画や優先席としている場合も
区画・閲覧スペースに含めていただくよう依頼した。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

7.7%
25.0%

33.2%
13.5%

47.2%
53.5%

3.1%
6.2%

その他
年齢区分を設けていない、18歳以下の子ども

ヤング・アダルト（中・高生）
小学生以上の子ども
小学生以下の子ども

乳幼児と保護者
幼児と保護者
乳児と保護者

0.2%
0.5%

0.5%

2.5%

3.9%

5.5%
5.9%

7.7%

11.4%

11.8%

13.8%

14.6%

21.7%

27.0%

35.1%

47.8%

67.0%

72.9%

73.4%
85.4%

男性のみ利用できる調乳設備

女性のみ利用できる調乳設備

男性のみ利用できる授乳スペース

外国語の館内図

女性のみ利用可能な授乳スペース

男性のみ利用可能なおむつ替えベッド等

その他

乳幼児向け電子図書館・電子書籍貸し出し

YA向け電子図書館・電子書籍貸し出し

児童向け電子図書館・電子書籍貸し出し

男女ともに利用できる調乳設備

ベビーカー置き場

女性のみ使用可能なおむつ替えベッド等

外国語の利用案内サービス

館内専用ベビーカー

男女ともに利用できる授乳スペース

男女ともに使用可能なおむつ替えベッド等

子ども向け検索機

段差のない設計

持ち込みベビーカー

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
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3 子どもの読書環境と公立図書館の役割に関する調査

（1）子どものための区画・スペースと乳幼児向けスペースの設備・環境構成
「乳幼児と保護者のためのスペース」を設けている図書館は半数以上で、乳児と幼児でそれぞれ異
なるスペースを設けているところもあった。乳幼児と保護者が気軽に図書館に立ち寄ったり、利
用したりしやすい設備やサービスを導入している図書館も多い一方で、ICT化や外国語対応につ
いては課題である可能性が示唆された。

子どものための区画・閲覧スペース

子どもと保護者のための設備やサービスの導入割合

※特定の区画や座席を、特定の年齢の子どもや親子連れの優先利用区画や優先席としている場合も
区画・閲覧スペースに含めていただくよう依頼した。
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その他
年齢区分を設けていない、18歳以下の子ども

ヤング・アダルト（中・高生）
小学生以上の子ども
小学生以下の子ども
乳幼児と保護者
幼児と保護者
乳児と保護者
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72.9%

73.4%
85.4%

男性のみ利用できる調乳設備

女性のみ利用できる調乳設備

男性のみ利用できる授乳スペース

外国語の館内図

女性のみ利用可能な授乳スペース

男性のみ利用可能なおむつ替えベッド等

その他

乳幼児向け電子図書館・電子書籍貸し出し

YA向け電子図書館・電子書籍貸し出し

児童向け電子図書館・電子書籍貸し出し

男女ともに利用できる調乳設備

ベビーカー置き場

女性のみ使用可能なおむつ替えベッド等

外国語の利用案内サービス

館内専用ベビーカー

男女ともに利用できる授乳スペース

男女ともに使用可能なおむつ替えベッド等

子ども向け検索機

段差のない設計

持ち込みベビーカー
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� 家庭だけではなく、図書館・園でも電⼦書籍の活
⽤や、デジタルデバイスを利⽤したバリアフリー対応
は進んでいない



調査および実験結果に基づく提⾔

• 紙／デジタルのそれぞれの特徴を活かし、読書をもっと楽しく、楽に、
のびのびとできるような施策が必要

–すべての⼦どもと保護者が絵本・本へアクセスしやすい環境の構築

• 家庭だけでなく、園・学校、図書館等を含む多層的な視点から

• ICT活⽤による読書の多様化︓個別最適な読書環境の構築

–⼦どもにとって魅⼒的な電⼦書籍コンテンツとプラットフォームの整備

–⼦ども本位の（そして保護者フレンドリーな）読書推進
22



今後必要となる研究︓本プロジェクトの展開

• 読み聞かせから1⼈読みへの移⾏期間を含めた⼦どもの読書・メディア経験
に関する研究

– 未就学児〜⼩学⽣低学年を含めた家庭における読書・メディア経験に関する縦断
調査を開始（第1回を7⽉に実施、8⽉速報予定）

• より魅⼒的な⼦ども向け電⼦書籍プラットフォームの整備につながる研究

– 今後、⼩・中・⾼等学校向けデジタルプラットフォーム「MottoSokka!」（ポプラ社）
を利⽤した実践について、効果や課題などを検討する予定
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※ 「未来の学校みんなで創ろう。プロジェクト」における先駆的な授業実践事例なども参考に

（参考）MottoSokka!サービスサイト


